
５月 24日(火) 第１時 

 

第３学年 B 組 技術・家庭科学習指導案 
 

授業者 木 村  僚 

 

１ 題材名 「AI って何だろう？～画像認識技術を通してこれからの AI との関わり方を考えよう～」 

D 情報の技術 (1)(2)(4) 

 

２ 題材設定の理由 

(1) 生徒の実態 

    近年，人工知能技術は加速度的に発展しており，世界の至る所でその応用が進むことにより，広

範な産業領域や社会インフラなどに大きな影響を与えている。我が国では「AI 戦略 2019」が策定

され，その中では「教育改革」が掲げられ，大目標として“デジタル社会の基礎知識である「数理・

データサイエンス・AI」に関する知識・技能，新たな社会の在り方や製品・サービスをデザインす

るために必要な基礎力など，持続可能な社会の創り手として必要な力を全ての国民が育み，社会の

あらゆる分野で人材が活躍することを目指す”ことが示されている。 

   今回授業を行う３年 B 組の生徒に事前にアンケートをとったところ， AI を利用したことがある

と答えた生徒は 30 名，利用したことがないと答えた生徒は１名，わからないと答えた生徒は３名

だった。その中で，AI について理解しているかを質問したところ，18 名の生徒が理解していると

答えた。しかし，AI について説明するよう問うと，「人工知能」と答えるにとどまっている生徒が

15 名だった。これらの点から，本学級においては AI についてよく理解してはいないが，日常生活

で使ったことがあるものと認識していることが確認された。 

   また，学習との関わり方についてアンケート調査をおこなったところ，技術の学習に意味を持ち  

取り組めている生徒は 32 名で，２名は「授業だから」という理由で取り組んでいた。また，授業で

学ぶ内容について，５名は理解できていないと感じていることが確認された。自分にあった考えの

表現方法を使えているかという問いでは，使えていると答えた生徒は 27 名だったが，そのうち 15

名は具体的な記述が無かった。また７名の生徒は自分の得意な表現方法がわからなかったり，表現

できていないと感じていたりすることが分かった。これらの点から，本学級においては意欲的に学

習に取り組んだり，学習の内容を理解したりできる生徒が多くいるものの，一部の生徒は意義を見

いだせなかったり，学習内容の理解に困難を感じたりしていることが確認された。また，自分の考

えをうまく表現する方法を理解している生徒については，ほとんどいないことも確認された。 

 (2) 題材観 

   本題材では，社会で活用されているデータサイエンス・AI の技術のうち，画像認識技術を中心

に知識や技能の習得や，その技術を活用した設計・制作活動を通して，情報の技術の見方・考え方

に気付き，気付いた見方・考え方を働かせる問題学習を行うことができるようにする。そのため，

具体的な指導内容として，①生活や社会で利用されているデータサイエンス・AI の技術について

知りその仕組みについて理解を図ること。②データサイエンス・AI の技術を活用できる技能を身

に付けること。③生活の中にある問題をデータサイエンス・AI の技術を活用して解決する力を身

につけること。④データサイエンス・AI の技術とどのように関わっていくか考えようとすること。

の４点を主に取り扱うこととした。 

(3) 指導観（学校研究における【手立て１】，【手立て２】以下，手立て１，２） 

    データサイエンス・AI の活用を求められている生徒たちが，画像認識技術を通してそれらの技

術の基礎的な知識・技能及び活用方法について検討・制作していく活動を通して，これからの時代

に求められる情報の技術の見方・考え方に気付かせたい。また，気付いた見方・考え方を働かせ，

問題を解決することで，データサイエンス・AI の技術と生活や社会，環境との関わりについて理解

を深められるようにした。そして，生活や社会の中から情報の技術に関わる問題を見いだして課題

を設定し解決する力，よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実にデータサイ



エンス・AI の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成したい。 

   また生徒の学び方の実態を踏まえ，全ての生徒がどうしてその学習をしているのか理解したり，

毎回の学習内容を正しく理解できたりするように指導していく。また，生徒一人ひとりが，個に合

った自身の考えを表現する方法について気付くことができる支援を行い，自分の「表出」方法を身

に付けられるよう指導していく。 

 

３ 題材の目標 

情報の技術の見方・考え方を働かせ，画像認識技術を活用した身近な問題を解決するアプリケーシ

ョンを開発する実践的・体験的な活動を通して，生活や社会で利用されているデータサイエンス，AI

の技術についての基礎的な理解を図り，それらを活用する技能を身に付け，処理の自動化がされた生

活や社会との関わりについて理解を深めるとともに，生活の中から処理の自動化で解決できる問題を

見いだして課題を設定し解決する力，効率よく安全に自動化された生活や社会の実現に向けて，適切

かつ誠実に AI を活用した技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成する。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・情報通信ネットワークの構成と，データ

サイエンス，AI の基本的な仕組みと関

わりを理解し，安全・適切なプログラム

の制作，動作の確認およびデバッグ等が

できる技能を身に付けている 

・問題を見いだして課題を設定し，画像認

識の有効な活用場面と使用するメディ

アを複合する方法，その効果的な利用方

法等を構想して情報処理の手順を具体

化するとともに，制作の過程や結果の評

価，改善および修正する力を身に付けて

いる 

・よりよい生活の実現や持続可能な社会

の構築に向けて，課題の解決に主体的に

取り組んだり，振り返って改善したりし

ようとしている 

 

５ 指導計画および評価計画（９時間扱い） 

時

間 

◯ねらい 

・学習活動 

◇評価規準（評価方法） 
UDL の視点 

（手立て１，２） 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ ◯AI が判断する仕組みと要素を知

る 

・Teachable Machine を活用した

体験を通して画像認識に必要な

仕組みや判断の要素を探る 

・画像認識における AI の判断の要

素について知る 

Teachable Machine

の活用を通して，デ

ータの活用の仕組み

や，データを活用し

た AI の判断の仕組

み，必要な要素につ

いて理解している 

◇仕組み説明書 

 

進んで情報の技術

と関わり，主体的

に理解し，技能を

身に付けようとし

ている 

◇観察，仕組み説

明書 

アプリケーショ

ンの活用方法を

について，様々

な媒体の資料を

提供すること

で，活用の仕方

を解できるよう

にする(1) 

AI やネットワ

ーク活用におけ

る身近な活用事

例を伝えること

で，関心を高め

られるようにす

る(7.2) 

２ ◯ネットワークの仕組みを理解し，

AI との関連性を知る 

・プログル技術を通してインターネ

ットの仕組みを知る 

・サーバを知り，近年の AI 発達の

背景にクラウドの存在があるこ

とを知る 

・AI とサーバ，インターネットの関

係を踏まえ，「より多くのデータ」

が得られることができるように

なっていることに気付く 

コンピュータ同士を

接続する方法や，情

報通信ネットワーク

の構成，サーバやル

ータ等の働きや，記

録や管理などの情報

通信ネットワーク上

で情報を利用する仕

組みについて理解し

ている 

◇仕組み説明書 

画像認識技術の体験

や身近な画像認識技

術の調査から，生活

や社会における問題

を解決読み取り，処

理の自動化に関わる

技術が，社会からの

要求，使用時の安全

性，経済性，情報の倫

理やセキュリティ等

に着目し，情報の表

現，記録，通信の特性

等にも配慮して，最

適化されてきたこと

に気付くことができ

る 

◇観察，デジタルホ

ワイトボード記述 

３ ◯社会における画像認識技術や，教

師の作成した「画像認識を活用し

たアプリケーション」を通して，

メリット・デメリットを考えるこ

とで，情報の技術の見方・考え方

に気付く 

・画像認識技術の仕事における３つ

の分類を知る 

・画像認識技術の例や教師の作成し

た画像認識技を活用したアプリ

 

他者の考えをデ

ジタルホワイト

ボードで共有す

ることで，情報

の技術の見方に

迫ることができ

るようにする 

(8.3) 



ケーションから，画像認識技術を

活用するメリット・デメリットを

探り，検討する 

４ ◯画像認識技術を活用した簡単な

アプリケーション開発を実施し，

アプリケーションを制作するア

プリを使用する技能を身に付け

る 

・Stretch3 と Teachable Machine

を活用してアプリケーションを

制作するためのプログラミング

に関する技能を身に付ける 

情報通信ネットワー

ク上で安全に情報を

活用する必要がある

ことを理解し，行う

ことができる技能を

身に付けている 

◇観察，仕組み説明

書 

 アプリケーショ

ンの活用方法を

について，様々

な媒体の資料を

提供すること

で，活用の仕方

が理解できるよ

うにする(1) 

⑤ 

６ 

◯学校の問題や身近な問題を解決

することができる画像認識技術

を活用したアプリケーションを

設計し，制作することができる 

・画像認識技術を活用したアプリケ

ーションで解決したい学校の問

題を整理し，解決方法について検

討，設計する 

・Teachable Machine を活用して，

画像データを集めて，画像認識技

術を利用するための資料を準備

する 

・Teachable Machine で集めた画像

データを用いて，Stretch3 で身近

な問題を解決するためのプログ

ラムを制作する 

画像認識を適切に行

うために，適切な画

像データを集める視

点を身に付け，実際

に適切な画像データ

の収集ができるとと

もに，Strech3 を用

いて，安全・適切に，

順次，分岐，反復とい

う情報処理の手順や

構造を入力し，プロ

グラムの編集・保存，

動作の確認，デバッ

グ等ができる技能を

身に付けている 

◇観察，設計シート，

手引書 

学校や生活の中から

処理の自動化の活用

で解決できる問題を

見いだして課題を設

定する力や，課題の

解決策を，条件を踏

まえて構想し，全体

構成やアルゴリズム

を図に表す力，試行・

試作等を通じて解決

策を具体化する力，

設計に基づく合理的

な解決作業について

考える力，課題の解

決結果や解決過程を

評価，改善及び修正

する力を身に付けて

いる 

◇観察，設計シート，

手引書 

自分なりの新しい考

え方や捉え方によっ

て，解決策を構想し

ようとするととも

に，自らの問題解決

とその過程を振り返

り，よりよいものと

なるよう改善・修正

しようとしている 

◇観察，設計シート，

手引書 

アクティビティ

図の作成にあた

り，付箋を貼って

検討できるよう

にすることで，紙

面上だけでなく

身体動作を通し

て思考できるよ

うにする(4.1) 

設計を１人で行

いたい生徒は静

かに取り組める

「創造開発室」

に 場 所 を 用 意

し，相談しなが

ら取り組みたい

生徒は「技術室」

で取り組むよう

にする。(7.3) 

OPP シートによ

り実態把握する

ことで，個人の問

題解決が最適と

なるように支援

できるようにす

る(8.2) 

７ ◯画像データやプログラムの修正

を行ったアプリケーションにつ

いて振り返ることができる 

・修正点を基に，画像データの修正

や，プログラムの修正の仕上げを

行う 

・制作したアプリケーションについ

て，利用の対象となる人が見たと

きに，自分が対象かどうかわかる

ように伝えるための手引書の作

成を行う 

８ ◯社会において AI を活用した技術

を再度見直し，その問題点に気付

き，問題の解決方法について検討

することができる 

・自分たちの体験から，社会の画像

認識技術の活用場面におけるメ

リット・デメリットに気付く 

・AI 活用のメリットやデメリット

について改めて知り，AIが万能で

ないことに気付く 

・世の中の AI 技術を振り返り，そ

の問題を発見し，解決するための

方法をこれまでの経験を踏まえ

て検討する 

情報の技術とは，人

間の願いを実現する

ために，情報につい

ての科学的な原理・

法則等の自然的な制

約や，人々の価値観

や嗜好の傾向などの

社会的な制約の下

で，開発時，利用時，

障害発生時等を想定

し，安全性や社会・産

業に対する影響，環

境に対する負荷，必

要となる経済的負担

などの折り合いを付

け，その効果が最も

目的に合致したもの

となるよう情報のデ

ジタル化や処理の自

動化による処理の方

法等を考案，改善す

る過程とその成果で

あることを理解して

いる 

◇改善提案シート 

 

よりよい生活や持

続可能な社会の構

築に向けて，AI を

活用した技術を工

夫し創造していこ

うとしている 

◇観察，改善提案シ

ート 

これまでの学習

を振り返り，学

習内容と関係性

のある問題を事

例として提供す

ることで，関心

を高められるよ

うにする(7.2) 

９ ◯社会における AI を活用した技術

の問題とその解決方法について，

発表し考えを共有することで，AI

との今後の関わり方について自

分なりの考えを持つ 

・全体で提案を共有する 

・振り返りを基に AI との関わり方

について考えをまとめる 

よりよい生活や持続

可能な社会の構築を

目指して，既存の画

像認識技術を，安全

性や社会・産業にお

ける役割，環境に対

する負荷，経済性な

どの多様な視点で客

観的に評価し，適切

な選択，管理・運用の

在り方を考えたり，

新たな改良，応用を

発想したりする力を

身に付けている 

◇改善提案シート 

他者の発表を聞

くことで，自分

の問題解決の方

法が最適であっ

たかを，振り返

れる場を設けら

れるようにする

(8.3) 



※題材全体を通して，対象学級の生徒を支援するための UDL の取り組み 

・レポート作成の際，文章だけでなく，図や絵などの方法も選べるようにすることで，生徒が自分の表

現しやすい方法で表出できるようにする(5.1) 

・ワークシート等はアナログ，デジタルのどちら媒体でも用意することで，生徒が表現しやすいものを

選択できるようにする(5.2) 

・OPP シートを活用することで，生徒が自分の学習状況をモニタリングできるようにするとともに，教

師が適切にフィードバッグを行い，理解度を把握し，支援できるようにする(6.4)(8.1) 

・レポートの評価ルーブリックを事前に提示することで，生徒が学習の到達点を見えるようにする(6.4) 

・授業資料を事前に提供することで，生徒が見通しを持てるようにする (7.3) 

 

６ 本時の学習（５／９時間） 

(1) 本時の目標 

   学校の問題や身近な問題を解決することができる画像認識技術を活用したアプリケーションを

設計し，制作することができる。 

(2) 展開 

時間 学習活動 

・指導上の留意点 ◇評価規準 

【評価の観点】（評価方法） →手立て  

＜＞UDL のチェックポイント（手立て１，２） 

10 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

20 

１ 前時までの学習を振り返り疑問や共

有事項を確認しながら，本時の学習内

容について確認し，取り組みの見通し

をもつ。 

 

 

 

２ 画像認識技術を活用したアプリケー

ションを用いることで解決できる，学

校生活における問題を整理し，解決方

法について検討，設計する 

 

３ 課題設定に悩んでいたり，良い課題

を設定したりしている生徒がいると

き，全体に共有する 

 

４ 各個人で設計に基づき Teachable 

Machine を使って画像認識させたり，

Stretch3を活用してアプリケーション

を制作したりする。 

・前時までの OPP シートを確認し，対象生徒のニーズに合わせた資料を

準備しておく 

・最初に本時と次時までのゴールを示し，見通しを持たせる。＜7.3＞ 

 

 

 

 

・設計用のワークシートを紙とデジタルデータ両方で配布し，検討すべき

事項を確認しながら，問題発見，解決方法の検討に取り組めるよう配慮

する。＜7.3＞ 

・設計を１人で行いたい生徒は静かに取り組める「創造開発室」に場所を

用意し，相談しながら取り組みたい生徒は「技術室」で取り組むように

する。＜7.3＞ 

・アクティビティ図の作成方法を理解できるようにするため，付箋で考え

られるよう準備しておく。＜2.3＞ 

 

・教員に確認したり，これまでの資料を振り返ったり，プログラミングが

得意な仲間に確認したりするなど，問題解決の際に，自分に合った取り

組み方で取り組めるよう，環境を整えておく。＜8.2＞＜8.3＞ 

 

 

◇学校の中から処理の自動化の活用で解決できる問題を見いだして課題を設定したり，課題の解決策を，条件を

踏まえて構想し，全体構成やアルゴリズムを図に表したり，試行・試作等を通じて解決策を具体化したりする

ことができる。 

【思考・判断・表現】（設計シート） 

おおむね満足 

できる状況(B) 

画像認識技術を活用することで解決できる学校の中の問題を見つけて，その解決方法と解決

方法の欠点について書かれており，動作するときのプログラムについてアクティビティ図を

使って記入している。 

→知識の学習のまとめで作成したレポート②やそのときの学習，OPP シートを参考に，画像

認識技術が生かせる場所や，考えられる欠点などを振り返ったり，教科書のアクティビテ

ィ図の書き方を参考にしたり，書けている友達の図を参考にしたりするように声をかけ

る。 

◇自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解決策を構想しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】観察，設計シート 

おおむね満足 

できる状況(B) 

自分の身近なところから問題を見つけて，解決しようとしていることが書かれている。 

→知識の学習のまとめで作成したレポート②，やそのときの学習，OPP シートを参考に，

画像認識技術が生かせる場所や，考えられる欠点などを振り返ったり，考えられている友

達の例を聞いて参考にしたりするよう声をかける。 

５ 本日の学習を振り返り，OPP シート

に記入をする 

・OPP シートの記述から，各生徒の疑問やつまずきを把握し，必要に応

じて，全体や個に対応できるようにしておく。 

学習課題：画像認識技術を活用したアプリケーション開発で，学校における問題を解決しよう。 



 


